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明
治
の
佇
ま
い
で
圧
倒
的
な
存
在
感
を

放
つ
「
道
後
温
泉
本
館
」
と
、
地
元
で
愛

さ
れ
て
き
た
現
代
の
銭
湯
「
椿
の
湯
」
に

加
え
て
、「
道
後
温
泉
別
館 

飛あ
す
か鳥

乃の

湯
ゆ

泉
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

古
代
の
道
後
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
こ
の

新
湯
は
、
仏
教
で
国
を
お
さ
め
大
陸
文
化

の
影
響
を
受
け
た
飛
鳥
時
代
と
、
道
後
温

泉
を
「
寿
国
の
よ
う
だ
」
と
称
え
た
聖
徳

太
子
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
に
満
ち
て
お
り
、

匠
の
技
で
古
代
の
物
語
を
つ
む
ぐ
伝
統
工

芸
が
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
な
が
ら
に
見
ら
れ

ま
す
。

　

現
在
、道
後
で
は
、「
温
泉
」×「
ア
ー
ト
」

の
祭
典
「
道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト
２
０
１
８
」

も
プ
レ
開
催
中
。

　

ま
ち
の
あ
ち
こ
ち
で
、
伝
統
と
モ
ダ
ン

の
コ
ラ
ボ
が
異
空
間
を
作
り
だ
し
、
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
た
道
後
の
い
ま
を
見

せ
て
い
ま
す
。

新
た
な

ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
た
、

道
後
温
泉
の
い
ま

田舎のおだやかさもあれば都会の便利さもある。
文化や歴史の楽しみもあれば、海や島の楽しみもある。
あったかい温泉もあれば、あったかい人間味もある。
松山は、何かひとつだけがスゴイのではなく、
いろんなよさが絶妙に程よく混ざり合う街です。
気の向くままにいろいろ楽しみ、味わい、暮らせる街です。
そういう松山らしい、ちょうどいい豊かさ。
この街に住む人、訪れる人に、もっともっと。

※本誌に掲載している情報は、
　「暖暖松山」編集部が独自に選定しています。

夕闇迫る道後温泉別館 飛鳥乃湯泉。灯りがこぼれて湯のまちを情緒で包む

表紙写真：松山市出身のモデル･タレント、ラブリさん。
飛鳥乃湯泉2階大広間休憩室の絵図の前で
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日
本
最
古
の
歴
史
を
持
つ
と
い
わ
れ
る
道
後
温
泉
に
は
、

各
時
代
に
印
象
的
な
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。

古
代
に
は
、
若
き
聖
徳
太
子
を
は
じ
め
、

そ
う
そ
う
た
る
人
た
ち
が
訪
れ
て
い
る
。

「
道
後
温
泉
別
館 

飛
鳥
乃
湯
泉
」
は
、
そ
の
、

古
代
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
て
造
ら
れ
た
新
湯
。

細
部
に
わ
た
っ
て
驚
く
ほ
ど
の
こ
だ
わ
り
を
秘
め
て
い
る
。

飛あ

す

か鳥
乃の

湯
ゆ

泉
の

愉
し
み
か
た

　

は
か
ら
ず
も
、
聖
徳
太
子
は
、
飛

鳥
時
代
の
道
後
の
様
子
を
素
晴
ら
し

い
漢
文
に
残
し
て
い
る
。

「
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
湯
の
ま
わ
り

に
椿
の
枝
が
覆
い
か
ぶ
さ
り
真
紅
の

花
を
咲
か
せ
て
い
る
…
」

　

太
子
は
こ
の
時
、
身
分
の
わ
け
隔

て
な
く
病
を
癒
す
温
泉
の
霊
験
に
感

じ
入
り
、
そ
の
光
景
に
寿
国
（
理
想

の
国
）
の
姿
を
み
た
。
そ
し
て
政
治

も
人
々
に
等
し
く
恩
恵
を
与
え
た
い

と
、
国
造
り
の
天
啓
を
得
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
６
６
１
年
に
斉さ

い

明め
い

天
皇
、

中な
か
の

大お
お

兄え
の

皇お
う

子じ

、
大お

お

海あ
ま
の人

皇お
う

子じ

一
行
は
、

２
ヵ
月
も
の
間
、
伊
予
に
逗
留
し
た
。

額ぬ
か

田た
の

王お
お
き
みの
有
名
な
和
歌
「
熟に

き

田た

津つ

に

船
乗
り
せ
む
と
月
待
て
ば
潮
も
か
な

ひ
ぬ
今
は
漕
ぎ
出
で
な
」
は
、
こ
の

時
に
詠
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

国
の
形
が
で
き
つ
つ
あ
っ
た
飛
鳥

時
代
は
、
仏
教
を
ベ
ー
ス
に
、
中
国

大
陸
や
朝
鮮
半
島
な
ど
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
文
化
の
影
響
を
受
け
て

い
た
。

　

飛
鳥
乃
湯
泉
は
、
湯
屋
全
体
に
わ

た
っ
て
、
飛
鳥
時
代
の
建
築
を
強
く

意
識
し
た
も
の
。
大
浴
場
に
は
巨
大

な
陶
壁
画
に
映
像
を
投
影
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
も
行
わ

れ
、
い
に
し
え
の
和
歌
の
世
界
が
楽

し
め
る
仕
掛
け
。
ま
た
、
聖
徳
太
子

や
天
皇
ら
の
伝
説
は
、
斬
新
な
愛
媛

の
伝
統
工
芸
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
館
内
の
あ
ち
こ
ち

に
、
古
代
の
物
語
が
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ

ッ
ク
な
演
出
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

華
や
か
な
古
代
の
物
語
が
よ
み
が
え
る

聖
徳
太
子
の
時
代
を
オ
マ
ー
ジ
ュ
し
た
新
湯

道
後
温
泉
別
館

天目茶托に載ったお茶とお茶菓子のおもてなしを受け、
BEAMSデザインの浴衣でくつろぐ

2階の大広間休憩室は約60畳ほどの広さ。聖徳太子が
“寿国”と称えた世界観を表現した、みやびな空間だ

道後温泉本館にも椿の湯にもない、露天風呂がある

脱衣所の壁に書かれている和歌

飛鳥乃湯泉の誕生により、時代観の異なる“３つの湯”がそろい踏み

◆道後温泉本館
明治27年に改築された
近代和風建築で国の重
要文化財。平成30年秋
以降、営業しつつ国重
要文化財の保存修理工
事をするというチャンレジ
を行う。入浴も可能。

◆椿の湯
昭和28年の四国国体を機に
開設。昭和59年に改築された
現在の建物は、平成29年冬
にリニューアルオープン。中庭

「椿の森」を真ん中にして、椿
の湯と飛鳥乃湯泉が並び立
ち、一体的に結びついた。

ちょっと
ディープに
ご案内

【プロジェクションマッピングで
魅せる、いにしえの情景】
巨大陶板壁画をスクリーンにして、30分
ごとにプロジェクションマッピングが投影
される。一日の光の移ろいに加え、男子
浴室では鳥がはばたき雨が降り、女子浴
室では帆かけ船が走って、情感豊かだ。
7:30〜22:30。

瀬戸内海を描いた女子浴室

0203



　

浴
室
の
大
き
な
陶
板
壁
画
を
制
作
し
た
の
は
、
砥

部
焼
で
た
だ
一
人
の
国
指
定
女
性
伝
統
工
芸
士
で
あ

る
山
田
ひ
ろ
み
さ
ん
。
優
し
く
て
色
彩
豊
か
な
絵
付

け
が
特
徴
で
あ
る
。

  

「
初
め
て
染
め
物
の
大
筆
や
24
種
類
も
の
色
絵
具
を

使
い
ま
し
た
。
陶
壁
画
は
５
２
０
枚
も
の
陶
板
を
用

い
た
大
作
。
未
来
ま
で
輝
き
続
け
る
作
品
に
な
れ
ば
」

　

男
子
浴
室
は
山や

ま

部べ
の

赤あ
か

人ひ
と

の
和
歌
の
世
界
を
テ
ー
マ
に
、

雄
大
な
石
鎚
山
を
ど
ん
と
中
心
に
配
し
た
。
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
に
鳥
が
飛
び
、
野
ウ
サ
ギ
が
愛
ら
し
い
。
女
子
浴

室
は
瀬
戸
内
海
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
額
田
王
の
世
界
。

船
団
を
組
ん
で
松
山
沖
を
ゆ
く
斉
明
天
皇
一
行
の
姿
に
、

古
代
史
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

白
磁
に
藍
の
砥
部
焼
は
清
澄
で
品
が
あ
り
、
古
代
の

世
界
に
い
ざ
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
だ
。

　

ロ
ビ
ー
の
山
門
シ
ェ
ー
ド
は
、
佐
藤
友
佳
理
さ
ん
の
手

漉
き
和
紙
「
ゼ
オ
ラ
イ
ト
和
紙
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
有
害
物
質
や
水
分
を
吸
着
す
る
ゼ
オ
ラ
イ
ト
を
漉
き

こ
ん
で
作
る
モ
ダ
ン
な
和
紙
で
、
湿
度
調
整
や
消
臭
の
機

能
を
持
つ
。
軽
や
か
で
透
け
感
を
持
つ
ゼ
オ
ラ
イ
ト
和
紙

の
質
感
を
い
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
だ
。「
お
風
呂
に
入
る
こ

と
は
身
を
清
め
る
こ
と
。
そ
の
空
間
に
誘
う
門
を
イ
メ
ー

ジ
し
、
風
に
な
び
く
感
じ
を
出
し
ま
し
た
」

　

山
門
の
柱
に
は
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
駆
使
し
て
作
ら
れ

た
立
体
的
な
椿
も
あ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
美
し

い
い
ざ
な
い
の
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

　

耐
久
性
に
す
ぐ
れ
た
今
治
市
の
伝
統
工
芸
「
菊
間
瓦
」。

飛
鳥
乃
湯
泉
の
鴟し

尾び

と
露
天
風
呂
の
行あ

ん

燈ど
ん

は
、
菊
間
瓦
の

若
い
鬼
師･

菊
地
晴
香
さ
ん
が
制
作
し
た
。

 

「
平
城
宮
跡
に
復
原
さ
れ
た
大だ

い

極ご
く

殿で
ん

の
鴟
尾
を
参
考
に
作

り
ま
し
た
。
魚
の
尾
が
水
面
か
ら
出
て
い
る
様
子
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
い
ま
す
」

 

一
つ
の
鴟
尾
は
縦
85
㎝
、
横
75
㎝
、
重
さ
80
㎏
の
ビ
ッ

グ
ス
ケ
ー
ル
。「
大
き
く
て
重
い
も
の
は
バ
ラ
ン
ス
が
難

し
い
」
と
話
す
。
露
天
風
呂
の
行
燈
は
こ
の
鴟
尾
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
も
の
。
菊
間
瓦
の
未
来
を
担
う
鬼
師
が
、
新

し
い
感
覚
で
取
り
組
ん
だ
作
品
だ
。

清
ら
か
で
情
感
あ
ふ
れ
る

陶
板
壁
画

浄
化
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
美
し
い
和
紙

金
色
に
輝
く
シ
ン
ボ
ル
瓦

砥
部
焼
／
山
田
ひ
ろ
み
さ
ん
（
砥
部
町
）

「全体をコーディネート
する方たちとチームを
組んで制作。葛藤と
発見の連続でした」

ゼ
オ
ラ
イ
ト
和
紙
／

佐
藤
友
佳
理
さ
ん

（
西
予
市
）

「きれいな湾曲の
フォルムは、綿密
な計算から出来上
がっているんです」

菊
間
瓦
／

菊
地
晴
香
さ
ん

（
今
治
市
）

鴟尾の制作期間は
約4ヵ月。「完成間
近に1つ割れてしま
い、作り直しました」
と明かす

金を含んだ金液を塗って焼
き、不純物を飛ばして金を焼
き付ける手法で作られた

女子浴室の露天風呂にある行燈
は、波間に浮かぶ椿の文様

飛鳥乃湯泉の愉しみかた

匠
の
技
×
最
新
ア
ー
ト
で
表
現
す
る

フ
ォ
ト
ジ
ェニッ
ク
な
伝
統
工
芸

館
内
は
、「
太
古
の
道
後
」
を
テ
ー
マ
に
、

最
新
ア
ー
ト
を
ま
と
っ
た
愛
媛
の
伝
統
工
芸
で
彩
ら
れ
て
い
る
。

匠
た
ち
は
提
示
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
し
た
が
い
、

こ
れ
ま
で
の
枠
を
超
え
た
手
法
で
作
り
上
げ
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
さ
な
が
ら
の
作
品
群
は
、
す
こ
ぶ
る
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
だ
。

女子浴室の陶板壁画。物語の世界が見えるようだ

と
び
っ
き
り
の
お
も
て
な
し

特
別
浴
室
で
湯ゆ

帳ち
ょ
う

体
験

浴
槽
も
入
浴
ス
タ
イ
ル
も
珍
し
く
、

ま
た
と
な
い
体
験
が
で
き
る
お
風
呂
だ
。

特別浴室の利用は1組あたり1時間20分だが、1日に利用できるのは最大4組まで
（特別浴室は2つあるので計8組）。なぜなら、お湯を抜いて掃除をし、再びお湯を
張ってお客様を迎える準備に1時間半ほどかかるから。まさに極上のおもてなしだ。

極上のおもてなし ！

道後湯帳は透けない素材で作ら
れており、3色からチョイスできる。
特別浴室の一方に描かれている
豪華な天井画も見どころで、天
皇ゆかりの植物などが見られる。
なお、洗髪･洗身は1階浴室のみ

（料金は06ページ参照）。

　

特
別
浴
室
は
、
道
後
温
泉
本
館
に
あ
る
名
建

築
で
全
国
唯
一
の
皇
室
専
用
浴
室
「
又ゆ

う

新し
ん

殿で
ん

」

を
再
現
し
た
も
の
だ
。
湯
殿
は
階
段
状
の
浴
槽

で
、
道
後
湯
帳
※
を
着
て
入
浴
す
る
古
代
の
ス

タ
イ
ル
が
体
験
で
き
る
。
隣
り
の
休
憩
室
で
お

茶
と
お
茶
菓
子
を
い
た
だ
こ
う
。

※
湯
帳
と
は
、一
定
以
上
の
身
分
の
人
が
身
に
付
け
て
入
浴
し
た
と

　

考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
ユ
カ
タ
の
原
形
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る

伊予の高峰･霊峰石鎚山をモチーフにした男子浴室
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受
け
継
が
れ
て
き
た
貴
重
な
技

彩
り
鮮
や
か
な
個
室
休
憩
室

５
つ
の
部
屋
は
そ
れ
ぞ
れ
に
き
ら
び
や
か
で
美
し
い
。

伝
統
工
芸
を
用
い
た
モ
ダ
ン
な
装
飾
は
見
ご
た
え
十
分
だ
。

【フォルム】
八角形の塔屋と照明
道後温泉本館の塔屋は
四角形で飛鳥乃湯泉は八
角形。“四角八角”から八角
が採用され、四方八方を
見通す意味が込められて
いる。照明も仏教の吉祥
をモチーフにした八角形。

大広間や濡れ縁の照明

飛鳥乃湯泉の愉しみかた

【色】
極彩色の朱と黄

木部に朱、木
こ

口
ぐち

に黄を
使用。飛鳥時代の寺院
は、大陸の影響を受けた
極彩色が使われていた。

黄色の木口

◆今治タオル
　 「椿の間」
今 治タオルの伝 統

「 先 染めジャカード
織り」と最新デジタル
技術を融合した、世
界初フルカラータオル

「五彩織り」の技術
で、椿の森を表現。

◆筒
つつ

描
がき

染
ぞめ

　「玉之石の間」
和紙の筒にもち米を
糊にした防

ぼう

染
せん

糊
のり

を入
れ、絞り出しながら手
描きで描く、八幡浜市
の染めの伝統で、大

おお

国
くに

主
ぬしの

命
みこと

と少
すくな

彦
ひこ

名
なの

命
みこと

の
伝説を描く。

◆桜井漆器
　「行

かり

宮
みや

の間」
天皇行幸にちなんだ
古代の道後温泉の情
景を、今治市桜井で
250年の歴史を持つ
桜井漆器の蒔絵技術
で描く。

◆西条
　だんじり彫刻
　「湯

ゆ

桁
げた

の間」
100種類もの彫刻刀
を使い、西条だんじり
の彫刻の技で、『源氏
物語』に描写されてい
た伊予の湯桁の賑わ
いを表現。

◆伊予水引
　「白鷺の間」
四国中央市は二大水
引産地。和紙から生ま
れる伊予水引細工の
技を用いて、白鷺が元
気になって飛び立つ
様子などを表現。

DATA／
松山市道後湯之町19-22
TEL089-932-1126
道後温泉コンソーシアム
無休（年1回臨時休館あり）

入浴コースは 4 つ

1階浴室のみ
7:00〜23:00（札止22：30）
大人600円、子ども300円

1階浴室＋2階大広間休憩室
7:00〜22:00（札止21：00）
大人1,250円、子ども620円、
お茶･お茶菓子、貸浴衣

1階浴室＋2階個室休憩室
7:00〜22:00（札止21：00）
大人1,650円、子ども820円、
お茶･お茶菓子、貸浴衣、貸タオル

1階浴室＋2階特別浴室
7:00〜22:00（札止20：40）
1組2,000円＋
大人1,650円、子ども820円、
お茶･お茶菓子、貸湯帳、
貸浴衣、貸タオル＆貸バスタオル

【文様】
吉
きっ

祥
しょう

をあらわすデザイン
照明やシェードの文様は、椿
を主に宝

ほう

相
そう

華
げ

も取り入れて
デザインされたもの。宝相華
とは牡

ぼ

丹
たん

や芙
ふ

蓉
よう

などの美しい
部分を取り出した空想の花で、
仏教装飾に使われる。円形
にまとめた形状や円形の規
則的配列は吉祥をあらわす。

椿

　

入
浴
後
に
く
つ
ろ
げ
る
個
室
休

憩
室
は
全
部
で
5
部
屋
。
今
治
タ

オ
ル
、
伊
予
水
引
、
西
条
だ
ん
じ

り
彫
刻
、
筒
描
染
、
桜
井
漆
器
の

5
つ
の
工
芸
で
、
古
代
の
道
後
の

物
語
を
表
現
し
て
い
る
。

古建築に欠かせない【和
わ

釘
くぎ

】
“千年の釘”で知られる和釘。和釘鋳造の名工 ･ 白

しら

鷹
たか

幸
ゆき

伯
のり

さんの作品は薬師寺西塔再建や松山城天守閣修理などに
使われている。その技術を受け継ぐ息子の興

おき

光
みつ

さんが、エン
トランスを飾る巨大な壁画の湯玉を700 本の和釘で彩った。

手作りの優しさにほっとする【伊予竹細工】
松山の竹細工は、型を使わず不規則に編む「やちゃら編み

（やたら編み）」が特徴だ。大広間休憩室の 8 つの行
あん

燈
どん

は、
虎竹工房・西川の西川静

しず

廣
ひろ

さんが手がけた。2mm 足らず
の細い竹を使っており、優しい風合いを持つ。

松山で継承されてきた伝統技術も使われており、素晴らしい職人技に触れることができる。

松山の伝統技術ふんだんに見られる手仕事の技 

聖徳太子が建
てた四天王寺
の流れを組む

「単
たん

弁
べん

十
じゅう

葉
よう

蓮
れん

華
げ

文
もん

軒
のき

丸
まる

瓦
がわら

」

【屋根】
鴟

し

尾
び

と瓦文様
飛鳥時代、瓦

かわら

葺
ぶき

の宮殿などの大
おお

棟
むね

両端につけられた屋根飾り「鴟
尾」を採用（05 ページ参照）。
火除けの意味がある。軒

のき

瓦
がわら

の文
様は、古代伊予の役所「久

く

米
め

官
かん

衙
が

遺
い

跡
せき

群
ぐん

」（松山市来住町）
から出土した松山最古の軒瓦の
文様を再現。

※奈良県斑
鳩 町と松 山
市は、聖徳太
子や「柿くへ
ば…」の句を
詠んだ正 岡
子規の縁から、

「観光･文化
交流都市協
定」を締結し
ている。

【銘板】
『日本書紀』に見られる表記
銘板の書は法隆寺の大野玄
妙管長揮毫。『日本書紀』
には道後温泉の記述が何度
か登場し、「伊

い

豫
よ

湯
の　ゆ

泉」「伊
い

豫
よ

温
の　ゆ

湯」「石
いわ

湯
ゆ

」と表記され
ている。「湯泉」を「ゆ」と読
ませたことから、「飛鳥乃湯泉」
にもこの字をあてた。

 椿の森
伊予椿の名花を植栽

青春の日、道後に行啓された聖徳
太子は、椿の原生林の美しい景色
に感嘆し、それを称える碑を建てた
と伝えられる。碑文は『伊

い

予
よの

国
くに

風
ふ

土
ど

記
き

逸
いつ

文
ぶん

』に載せられており、こ
れが、松山市の市花に椿が選ばれ
た 1 つの理由となっている。飛鳥
乃湯泉では、中庭の築山に椿が
植栽され、「椿の森」が作られた。
複雑な交雑から生まれた「伊予椿」
のうち8 品種ほどの名花が見られる。

白斑のある
「肱川紅」

伊予地方だけの
「伊予櫓」

秘
め
ら
れ
た
意
味
を
解
き
明
か
す

細
部
に
ま
で
宿
る

飛
鳥
時
代
の
エッ
セ
ンス

外
観
に
も
内
部
の
し
つ
ら
い
に
も
、

飛
鳥
時
代
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

知
る
と
も
っ
と
楽
し
く
な
る
ウ
ン
チ
ク
を
少
し
ば
か
り
。
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道後オンセナート2018
ワ ク ワ ク す る 温 泉 街

O n s e n × A r t の 祭 典 プ レ 開 催 中！

道後オンセナート2018
【開催期間】
プレオープン／2017年9月2日
グランドオープン／
2018年4月14日（土）～2019年2月28日（木）
※料金は展示場所により異なり、パブリック
　アートは無料で鑑賞できる。

【問合せ】 
道後オンセナート実行委員会事務局
℡089-921-6464
http://www.dogoonsenart.com

　

今
、
道
後
温
泉
を
舞
台
に
、
4
年

ぶ
り
と
な
る
ア
ー
ト
の
大
祭
「
道
後

オ
ン
セ
ナ
ー
ト
２
０
１
８
」
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
※

　

コ
ン
セ
プ
ト
は
２
０
１
４
年
に

引
き
続
き
「
ア
ー
ト
に
の
ぼ
せ
ろ
」。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
知
ら
れ
る
大
巻
伸
嗣
や
動
物

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
彫
刻
の
三
沢

厚
彦
、
特
別
参
加
の
蜷
川
実
花
な
ど
、

国
内
外
で
活
躍
す
る
約
20
人
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
参
加
。
街
角
に
は
パ
ブ

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
が
あ
り
、
ホ
テ
ル
の

一
室
は
ア
ー
ト
で
彩
ら
れ
、
温
泉
街

の
こ
こ
そ
こ
に
ア
ー
ト
の
仕
掛
け
が

施
さ
れ
て
い
る
。

　

街
は
今
、
楽
し
く
“
の
ぼ
せ
た
”

旅
人
や
地
域
の
人
で
大
賑
わ
い
だ
。

※「
道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト
２
０
１
４
」の
取
り
組
み
が「
道

後
ア
ー
ト
２
０
１
５
」「
道
後
ア
ー
ト
２
０
１
６
」
に
引

き
継
が
れ
、
今
回
、
大
規
模
な
「
道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト

２
０
１
８
」
と
し
て
展
開
。

４
年
ぶ
り
の
芸
術
祭
に

ま
ち
が
沸
く

祖
そ

父
ぶ

江
え

 慎
しん

 「部屋本 坊っちやん」

梅
うめ

 佳
か

代
よ

「坊っちゃんたち」

「坊っちゃんたち」をテー
マに道後温泉で撮り下ろ
した写真を道後商店街
のアーケード内に掲示。
モデルは地元道後中学
校の野球部男子生徒。
彼らの表情や仕草に思
春期のエネルギーが弾け
ていて、感動的。

蜷
にな

川
がわ

 実
み

花
か

「道後温泉本館 インスタレーション」

「道後アート2015」で話題を集めたインス
タレーション。今回は蜷川さんが撮影した
色鮮やかな花火の写真34点が、道後温
泉本館の障子やガラス窓を彩る。夜、大
輪の花火が浮かび上がって幻想的。

ブックデ ザイ
ナーの祖父江
慎さんは大の
夏目漱石好き。
道後舘の一室
を小説『坊っち
やん』の文章で
埋め尽くした。
本の中に入る
かのような部屋
本だ。宿泊もで
きる。

■場所:道後舘　■見学料金:1,500円、小学
生以下1,000円（道後舘新聞『坊っちやん』漱石
＋祖父江慎、オリジナル見学券、喫茶券付き）
■開催期間：～2019年2月28日

イチハラヒロコ 「恋みくじ」

恋みくじをひくと、ユーモアに満ちた
大胆な言葉が。女子の心をつかむ
人気のおみくじが道後にも登場（1
回100円）。また、道後温泉本館で
販売の特製タオルを模して、ことば
を織り込んだオリジナルタオルを制
作。タオル1枚･ポストカード･みか
ん石鹸セットで販売（320円）。

■販売場所:道後観光案内所
■販売期間:～2019年2月28日

■開催期間：
～2019年2月28日

■開催期間：～2018年5月31日
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18
歳
で
松
山
を
離
れ
、
東
京
で
モ
デ

ル
、
タ
レ
ン
ト
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し

て
活
躍
す
る
ラ
ブ
リ
さ
ん
。
帰
省
し
た

と
き
、
東
京
の
友
人
を
必
ず
案
内
す
る

場
所
が
道
後
な
の
だ
と
い
う
。
道
後
通

の
ラ
ブ
リ
さ
ん
と
の
散
歩
は
、
道
後
温

泉
本
館
か
ら
始
ま
っ
た
。

異
次
元
に
迷
い
込
ん
だ
よ
う
な
本
館
の

雰
囲
気
が
好
き
。
お
風
呂
あ
が
り
に
、

風
を
う
け
て
く
つ
ろ
ぐ
ひ
と
と
き
が
最

高
に
幸
せ
で
す
。

　

次
は
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
と
人
気
の

「
圓え

ん

満ま
ん

寺じ

」へ
。
途
中
、
巨
大
な
「
ク
マ
」

に
遭
遇
。
一
帯
で
プ
レ
開
催
中
の
ア
ー

ト
イ
ベ
ン
ト
の
作
品
だ
っ
た
。

い
ろ
ん
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
さ
ん
と
コ
ラ

ボ
し
て
、
ま
ち
全
体
を
作
品
化
し
、
化

学
反
応
を
起
こ
す
実
験
を
楽
し
ん
で
い

る
み
た
い
で
す
ね
。
昔
か
ら
あ
る
も
の

と
新
し
い
も
の
と
が
融
合
し
た
と
き
の

“
良
い
違
和
感
”
が
、
鮮
明
な
記
憶
と
し

て
人
々
に
伝
わ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

圓
満
寺
に
着
く
と
、
無
数
に
ぶ
ら
さ

が
る
、
カ
ラ
フ
ル
な
布
の「
結
び
玉
」が

出
迎
え
て
く
れ
た
。

まち全体が

化学反応を楽しんでいるみたい。

ラブリさん、道後をブラリ。

道後温泉本館

玉
たま

の石
いし

圓
えん

満
まん

寺
じ

「道後
オンセナート
2018」作品

「泉質がよくて、お風呂の大きさもちょうどよくって好きです」
無休（年1回、臨時休館あり）、６:00〜23:00（コースにより異なる）／
TEL089-921-5141

伝説の石「玉の石」に、願いをこめてお湯をかけると、願いがかなうとされる
「世界平和を願いました」

「左手と右手の向きがちがうことに意味がありそう」
三沢厚彦 「Animal2017-01-B2（クマ）」

「自分の気持ちに合わせて結び玉の色を
選ぶことができる。それが楽しい」 若い女性を中心に支持される

松山出身のラブリさん。
大好きだという道後のまちを一緒に歩いた。

独特の感性とセンスがとらえる湯のまちさんぽ
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道
後
温
泉
本
館
・

玉
の
石

道
後
温
泉
本
館
・

玉
の
石

三
沢
厚
彦
さ
ん
の

作
品

三
沢
厚
彦
さ
ん
の

作
品

道後温泉
椿の湯
道後温泉
椿の湯飛鳥乃湯泉飛鳥乃湯泉

圓満寺圓満寺

伊佐爾波
神社

mammammammam

射的屋キューピー射的屋キューピーnagai 
coffee
nagai 
coffee

道後麦酒館
別館

道後麦酒館
別館

坊っちゃんカラクリ時計坊っちゃんカラクリ時計
足湯足湯

道後公園

道後温泉駅

1
3

4

5 6

7 2

坂道坂道

道後商店街道後商店街

路地路地 ゆるやかな坂
道

ゆるやかな坂
道

ラブリさんの散策の様子を動画でチェック!!
シティプロモーションサイト「いい、加減。まつやま」内 特設ページ

「♯MATSUYAMA」

　

お
腹
を
満
た
す
た
め
、
伊い

佐さ

爾に

波わ

神

社
の
ふ
も
と
に
あ
る
「
m

マ

ン

マ

a
m
m
a
m
」

へ
。
こ
こ
で
提
供
さ
れ
る
「
松
山
風
鍋

焼
き
う
ど
ん
」
は
、
ア
ル
ミ
鍋
の
容
器

と
甘
め
の
つ
ゆ
、
柔
ら
か
い
麺
が
特
徴

の
松
山
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
だ
。

甘
め
の
つ
ゆ
が
懐
か
し
い
！
愛
媛
は
な

ん
で
も
味
付
け
が
甘
め
な
ん
で
す
が
、

こ
の
味
に
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。

　

伊
佐
爾
波
神
社
前
の
長
い
坂
道
を
く

だ
り
、道
後
商
店
街
へ
。脇
道
に
入
る
と
、

ラ
ブ
リ
さ
ん
行
き
つ
け
の「
n
a
g
a
i 

c
o
f
f
e
e
」。
古
民
家
を
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
し
た
レ
ト
ロ
な
名
喫
茶
に
は
、

し
ぶ
い
マ
ス
タ
ー
と
こ
だ
わ
り
の
焙
煎

コ
ー
ヒ
ー
が
待
っ
て
い
た
。

　

戦
災
を
ま
ぬ
が
れ
た
道
後
は
、
脇
道

や
路
地
が
多
い
。
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
さ

と
、生
活
の
匂
い
と
、い
ろ
ん
な
表
情
が

ま
ち
に
味
わ
い
と
深
み
を
醸
す
。
商
店

街
を
は
さ
ん
だ
路
地
に
あ
る
「
射
的
屋

キ
ュ
ー
ピ
ー
」
は
、
懐
か
し
い
気
持
ち

に
さ
せ
て
く
れ
る
。

日
常
の
中
で
旅
気
分
を
味
わ
え
る
の
が

道
後
の
魅
力
。
地
元
の
人
と
観
光
客
が

ま
ち
に
混
じ
り
、
日
常
と
非
日
常
と
が

同
居
す
る
の
が
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
ね
。

　

最
後
に
立
ち
寄
っ
た
の
は
、
立
飲
み

ス
タ
イ
ル
の
地
ビ
ー
ル
バ
ー
「
道ど

う

後ご

麦ば
く

酒し
ゅ

館か
ん 

別
館
」。
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
店
内

で
、
ブ
ル
ワ
リ
ー
直
送
の
地
ビ
ー
ル
や

日
本
酒
を
味
わ
っ
た
。
湯
あ
が
り
に
お

す
す
め
の
一
杯
。
窓
か
ら
、
で
き
た
ば
か

り
の
道
後
温
泉
別
館 

飛
鳥
乃
湯
泉
の
全

景
が
見
え
た
。

道
後
の
ま
ち
は
、
家
族
で
も
恋
人
同
士

で
も
、
一
人
で
も
、
ど
ん
な
関
係
性
で

あ
っ
て
も
成
り
立
つ
場
所
な
ん
で
す
。

ま
ち
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

「久しぶりに食べました」　月曜定休
（祝日の場合は翌日休み）／11：30〜14：30、
17：30〜23：00頃／TEL070-5510-8394

「あー、ほっとします」
不定休／11：00〜24：00／TEL090-1006-3165

「的になかなかあ
たらない！難しい！」
不定休／
TEL089-921-
3807（さち家）

「このスパークリング日本酒、めっちゃおいしい！」　不定休／夕方〜22:00頃／TEL089-931-6616

道
後
は
家
族
、
恋
人
、
一
人
、

ど
ん
な
関
係
で
も
似
合
う
ま
ち
。

①
道
後
温
泉
本
館
・

　

玉
の
石

②
三
沢
厚
彦
さ
ん
の

　

作
品

③
圓
満
寺

④m
am

m
am

⑤nagai coffee

⑥
射
的
屋

　

キ
ュ
ー
ピ
ー

⑦
道
後
麦
酒
館

　

別
館

徒
歩
１
分

徒
歩
１
分

徒
歩
１
分

徒
歩
３
分

徒
歩
６
分

徒
歩
２
分

歩いた
コース

道
どう

後
ご

麦
ばく

酒
しゅ

館
かん

別館

射
しゃ

的
てき

屋
や

キューピー

nagai coffee

m
マ ン マ

ammam

Profile｜ ラブリ
1989年松山市生まれ。モデル、タレント業
のほか、写真展を開くなどアーティストとして
も活躍。独自のセンスで表現した言葉と写
真で日 を々切り取るインスタグラムが人気。
2017年11月に「いい、加減。まつやま」
応援団特別団員に任命され、松山市の
PRを行っている。
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て
こ
こ
を
訪
れ
る
ア
ジ
ア
、
欧
米
の

人
が
と
に
か
く
多
い
で
す
。
道
後
温

泉
は
世
界
に
通
用
す
る
ネ
ー
ム
バ
リ

ュ
ー
な
ん
で
す
」

　

道
後
は
、
慎
平
さ
ん
に
と
っ
て
実

際
に
暮
ら
す
場
所
で
も
あ
る
。
そ

こ
で
感
じ
る
の
は
、
世
界
の
道
後

と
、
ゆ
る
や
か
で
人
の
あ
た
た
か
い

道
後
の
土
地
柄
の
ギ
ャ
ッ
プ
だ
。
由

緒
あ
る
寺
院
仏
閣
や
地
域
の
祭
り
な

ど
、
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
風
景
を
大

切
に
守
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
人
気

の
観
光
地
と
暮
ら
し
や
す
い
居
住
地

の
、２
つ
の
顔
を
併
せ
持
つ
の
だ
ろ
う
。

 

「
嫌
な
人
に
会
っ
た
こ
と
が
な
い
ぐ

ら
い
人
が
い
い
ん
で
す
。
子
ど
も
が

生
ま
れ
て
か
ら
は
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
だ
と
感
じ
ま
す
。
最
初
は
観
光

客
気
分
で
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
出
か

け
て
い
た
の
で
、
そ
の
と
き
に
知
っ

た
お
も
し
ろ
い
場
所
を
ゲ
ス
ト
に
伝

え
る
こ
と
も
心
が
け
て
い
ま
す
」

　

道
後
の
温
か
さ
に
包
ま
れ
な
が
ら
、

世
界
各
地
の
人
と
つ
な
が
り
、
ま
る

で
旅
を
す
る
よ
う
に
暮
ら
す
慎
平
さ

ん
。「
い
ま
が
最
高
で
す
」の
言
葉
が
、

充
実
感
を
物
語
っ
て
い
た
。

は
ま
り
、「
い
つ
か
自
分
の
宿
を
持
ち

た
い
と
思
い
続
け
て
い
ま
し
た
」。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
行
き
、
帰
国
後
、
名

古
屋
で
会
社
員
生
活
を
送
っ
た
後
、

夢
を
叶
え
る
た
め
松
山
へ
。

 

「
た
だ
、
開
業
の
場
所
は
東
京
も
捨

て
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
松
山
に
ニ

ー
ズ
が
あ
る
の
か
、
確
信
が
無
か
っ

た
ん
で
す
」。
彩
香
さ
ん
の
両
親
の

後
押
し
も
あ
り
、
松
山
を
選
択
。
道

後
で
築
50
年
の
「
ボ
ロ
ボ
ロ
の
」
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
を
買
い
取
っ
た
。
現

在
の
非
日
常
感
を
与
え
る
ハ
イ
セ
ン

ス
な
外
観
や
内
観
は
、
彩
香
さ
ん
の

父
の
手
に
よ
る
も
の
だ
。

　

現
地
で
習
得
し
た
英
語
を
使
い
、

ホ
ス
ト
と
し
て
、
ゲ
ス
ト
と
の
語
ら

い
の
時
間
を
大
切
に
す
る
慎
平
さ
ん
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
丸
２
年
が
経
ち
、
道

後
の
価
値
を
実
感
す
る
。

 

「
道
後
温
泉
本
館
が
モ
デ
ル
と
い
わ

れ
る
『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
を
見

　

後
藤
慎
平
さ
ん
と
松
山
と
の
縁
は
、

６
年
前
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
出

会
っ
た
妻
・
彩
香
さ
ん
の
実
家
が
あ

っ
た
こ
と
。
交
際
後
、
初
め
て
訪
れ

た
ま
ち
の
印
象
は
「
一
両
で
走
る
路

面
電
車
の
フ
ォ
ル
ム
と
か
、
道
後
温

泉
本
館
の
建
物
と
か
、
か
わ
い
い
な

と
思
う
光
景
に
出
会
い
ま
し
た
。
来

る
た
び
に
天
気
も
良
い
し
、
ま
ち
が

ギ
ュ
ッ
と
コ
ン
パ
ク
ト
だ
し
、
た
ち

ま
ち
好
き
に
な
り
ま
し
た
」。

　

大
学
時
代
、
世
界
中
の
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
を
渡
り
歩
き
、卒
業
後
は
、東
京
・

浅
草
橋
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
住
み
込

み
で
働
い
た
。
迎
え
る
側
と
客
の
交

流
が
生
む
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
空
間
に

後
藤
慎
平
さ
ん（
31
歳
）  

東
京
⇓

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
⇓

名
古
屋
市
⇓

松
山
市

道
後
に
暮
ら
し
、
世
界
各
地
か
ら
訪
れ
る
ゲ
ス
ト
を
も
て
な
す

”

“

＂
か
わ
い
い
＂
が
あ
ふ
れ
た

ま
ち
を
選
ぶ

人
気
観
光
地
と

住
み
や
す
さ
を
併
せ
持
つ

高
級
旅
館
か
ら
格
安
ホ
テ
ル
ま
で
、宿
泊
施
設
が
ひ
し
め
く
道
後
温
泉
エ
リ
ア
。

後
藤
慎
平
さ
ん
は
、女
性
を
中
心
に
人
気
の
高
い「
シ
ナ
モ
ン
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」を
営
む
。

人
の
優
し
さ
に
包
ま
れ
、世
界
各
地
か
ら
人
が
集
ま
る
こ
の
土
地
の
魅
力
に
ど
っ
ぷ
り
は
ま
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

毎
日
楽
し
ん
で
ま
す
。

プロフィール
東京都板橋区出身。大学時代に 15 カ国
を旅し、卒業後は、東京・浅草橋のゲス
トハウスに住み込みで 1 年働く。その後、
ワーキングホリデーでニュージーランドへ
行き、働き先のゲストハウスで妻・彩香さ
んと出会う。帰国後、東京の火災報知機
メーカーに就職し、配属先の名古屋で結
婚し、３年後、松山でシナモンゲストハウ
スをオープン。

「シナモン」の屋号は、彩香さん
の実家で飼われていた愛犬の名
前。彩香さんが描くシナモンのイ
ラストが建物のあちこちにある

【つぼや菓子舗】
北海道産小豆など原材
料にこだわり、餡の口溶
けと素材の香りがバツグ
ン。２本216円。
TEL089-921-2227

【巴
ともえ

堂
どう

本舗】
しっかりした餡の存在感
と淡い色合いが特徴。
製造の様子が見られる
のも嬉しい。2本200円。
TEL089-941-3452

【亀井製菓】
求肥の割合が多めで、も
っちり感と餡のバランスが
いい。「田中玉宝堂」など
で販売。５本入り540円
TEL089-931-5051

【うつぼ屋】
道後温泉本館でお茶う
けに出される商品。抹茶
の風味が生き、餡は固め。
１本108円。
TEL089-978-1611

【白
しら

鷺
さぎ

堂
どう

】
餡は口溶けがよく、上品
な甘さ。店頭にある坊っ
ちゃん団子製造機で作
る。１本100円。
TEL089-921-9031

【一六本舗】
色味がポップなマドンナ
団子。それぞれイチゴ、ミ
ルク、カフェオレ味。１本
108円。
TEL089-963-5716

今治タオル「ダンゴ」
坊っちゃん団子がモチーフ
の今治タオル「ダンゴ」（ミ
ニハンカチ648円、フェイス
タオル1620円）は「伊織」
の愛媛限定商品。IORI 
COLOR、伊織道後湯之
町店・松山店で購入できる。

水
すい

月
げつ

焼
やき

蟹や椿の彫り物が特徴の
「水月焼」は今は作られ
てない松山の焼き物。つ
ぼや菓子舗の店内には、
坊っちゃん団子を施した
希少な水月焼の湯呑み
や急須、皿を展示。

坊っちゃん
団子風箸置き
手作り箸工房 遊膳で
扱う箸置きの中でも、店
頭に並べばすぐに売り
切れるほど人気。長さ5
㎝程度（１本540円）。

坊
っ
ち
ゃ
ん
団
子
は
、３
色
の
餡
で
丸
い
求

ぎ
ゅ
う

肥ひ

餅も
ち

を
包
ん
だ
松
山
名
菓
。道
後
ハ
イ
カ
ラ
通
り
の
老

舗
専
門
店
や
土
産
店
で
、い
ろ
ん
な
坊
っ
ち
ゃ
ん

団
子
に
出
合
え
る
。レ
ト
ロ
な
彩
り
と
か
わ
い
い
フ

ォ
ル
ム
は
並
べ
る
と
写
真
映
え
す
る
。モ
チ
ー
フ
と

し
て
も
愛
さ
れ
る
す
ご
い
ア
イ
テ
ム
な
の
だ
。

おいしそう！
味わい深いモダンに変身

食 べられませんが …

通常の餡の 9 倍
巴堂本舗の

ジャンボ坊っちゃん団子
1本755円

 湯
ゆ

晒
ざらし

団子
つぼや菓子舗で売られている湯晒

団子（４つ入り216円）。小説『坊っ

ちゃん』に登場し、夏目漱石が実際

に食べたのはこの団子。

３色をした今の坊っちゃん団子

は大正時代にできた。

ルーツはこれ！

◉バラ売りや2本パックで売っている　店も多いので食べ比べてみよう

図解
坊っちゃん

団子

抹茶餡

求肥餅

白餡を卵黄やクチ
ナシなどで色付け

（店により異なる）

小豆餡

外国人宿泊客と談笑
する慎平さん
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松
山
Ｍ
Ａ
Ｐ

アクセス

松
山
市
は
、
中
心
部
に
都
市
機
能
が
集
ま
り
、

路
面
電
車
が
活
躍
す
る
、
と
っ
て
も
便
利
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
。

街
の
真
ん
中
に
は
お
城
が
そ
び
え
て
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
り
、

市
街
地
か
ら
道
後
温
泉
ま
で
は
電
車
で
10
分
と
い
う
近
さ
。

旅
が
し
や
す
く
暮
ら
し
や
す
い
街
で
す
。

飛行機 羽田空港〜松山空港　約 1 時間 30 分（JAL、ANA）
　　　　 成田空港〜松山空港　約 1 時間 40 分（ジェットスター＜LCC＞）
 伊丹空港〜松山空港　約 50 分（JAL、ANA）
 関西空港〜松山空港　約 50 分（ピーチ＜LCC＞）
　　　　 ( 松山空港から市内中心部までリムジンバスでたった 20 分）
JR　　 東京駅〜（新幹線 約 3 時間 30 分）〜岡山駅〜（予讃線 約 3 時間）〜松山駅
JR ＋船　 東京駅〜（新幹線 約 4 時間）〜広島駅〜広島港〜（高速船 約 70 分）〜松山観光港
長距離バス　 東京駅〜松山駅　約 12 時間 20 分

市
街
地

Ｍ
Ａ
Ｐ

広
域
Ｍ
Ａ
Ｐ

東 京 か ら 9 0 分 で ひ と っ 飛 び ！

道
後

拡
大
Ｍ
Ａ
Ｐ
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松
山
へ
の
旅
や

特
産
品
な
ど

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

当
た
り
ま
す

『
暖
暖
松
山
』
13
号
は
い
か
が
で
し
た
か
。

お
読
み
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、

抽
選
で
松
山
の
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
か
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ハ
ガ
キ
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ハガキでご応募
ハガキに次の①〜⑦を明記して、下記までお送りください。
①ご希望のプレゼント番号（ひとつ）②本誌を読んだ感想③〒住所④お名前⑤年齢⑥性別⑦電話番号

〒 102-8515 （住所不要）サンケイリビング新聞社 行政協働事業部 「暖暖松山」プレゼント事務局

　　　　   https://www.dandanmatsuyama.com/dandan/

虎竹工房・西川から
「花篭」

松山の伝統工芸品「伊予竹細工」。
飛鳥乃湯泉の大広間休憩室には、
一級技能士・愛媛県伝統工芸士の
西川静廣さんが制作した美しい竹細
工の行燈が、温かい灯りを放ってい
ます。虎竹工房・西川ではオーダー
メイドも受付中。
虎竹工房・西川　☎ 089-921-5057
http://home.e-catv.ne.jp/nisikawa

道後温泉旅館協同組合から
「日本の名湯 道後
椿の香り（5包セット）」

道後温泉旅館協同組合とバスクリン
の共同企画で誕生した、飛鳥乃湯
泉がモチーフの薬用入浴剤。上質な
椿の花をイメージした香りと華やかな
赤紅色が特徴で、自宅のお風呂が
名湯に変身します。組合加盟のホテ
ル・旅館、道後商店街で販売中。
道後温泉旅館協同組合
☎ 089-943-8342
http://www.dogo.or.jp

一六本舗から
「『道後夢

む

菓
か

子
し

噺
ばなし

』(8個入り）と

『ひと切れ一六タルト
みきゃん・ダークみきゃん』(5個入り)セット」

「道後夢菓子噺」は飛鳥乃湯泉の個
室や特別浴室で出されるお茶菓子で、
白鷺と椿を表現。愛媛県産の素材に
こだわった上品な味わいが好評。み
きゃん・ダークみきゃんとコラボした
みかん味とチョコ味のタルトも一緒に
プレゼント。
一六本舗　☎ 089-963-5716
http://www.itm-gr.co.jp/ichiroku

まつやま農林水産物ブランド認定
「せとか」3㎏程度

せとかは、清見、アンコール、マーコ
ットという人気柑橘のいいとこ取りか
ら生まれた品種で、柑橘の最高峰と
も言われます。酸味と濃い甘味がマッ
チして美味。皮がむきやすく、種がほ
とんどないので食べやすいのも魅力。
まつやま農林水産物ブランド化推進協議会
http://www.matsuyama-brand.com/

当
選
者
の
発
表
は
、
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
締
切
／
２
０
１
８
年
２
月
28
日
（
水
）。
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効

5
名様

10
名様

5
名様

3
名様
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◎当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。応募締切／ 2018 年 2 月28（水）。ハガキの場合は、当日消印有効

パソコン・スマートフォンでご覧になれます
暖暖松山プレゼント 検 索

❷ ❸ ❹ ❺

松山・道後の旅にご招待
成田〜松山往復航空券＋
オールドイングランド 道後山の手ホテル 1 泊 2 食付宿泊券
英国の古き良き薫りが漂うホテルで、アンティーク調の家具やインテリアで統一
された、全室ヨーロピアンスタイル。前身の純和風旅館「かわきち別荘」から
130 余年の歴史を誇り、“ あたたかいおもてなし ” には定評があります。成田
—松山を結ぶジェットスターの航空チケットをセットにした宿泊券で、松山・道
後の旅をお楽しみください。
オールドイングランド 道後山の手ホテル　☎ 089-998-2111
http://www.dogo-yamanote.com/
※航空券および宿泊券の利用は繁忙期を除きます。

      ペア  1組 2名様

❶

パソコン・スマホでご応募
バックナンバーもこちらから


